
2027  School Guide

ゆっくり 確実に

学ぶ君を 応援します！

京都府立福知山高等学校
                三和分校(昼間定時制)

農業科・家政科
〒６２０－１４４２ 京都府福知山市三和町千束３５－１

京都府立福知山高等学校三和分校 ＴＥＬ＆ＦＡＸ ０７７３－５８－２０４９

≪京都交通・中京交通・福知山市営バス『下ノ段（福知山高校三和分校前）』

バス停から歩いて３分≫

令和９年度 学校案内



★三和分校の ８つの魅力 と ４つのトピックス★

基礎から丁寧に
学びます

一人ひとりを
大切にします

豊かな人間性を
育てます１ ２ ３

●授業日は､月・火・木・金の
   週４日で４年間学びます。
（月曜日は午前中４時間授業、
水曜日は授業がありません。)

●数学と英語は習熟度別の少人数
授業です。

●授業日には、「基礎学習」の時
間(20分)があり、漢字や計算
など基礎
から学習
します。

●１学年農業科・家政科あわせて
40人の定員で少人数の高校です。

●専門学科の授業は､各科に分かれ
て授業をし、丁寧な指導を行い
ます。

●豊かな自然の中で、互いに高め
合い認め合う人権尊重の教育を
重視します。

●限られた時間の中で、部活動にも
取り組んでいます。
卓球部・バドミントン部

    園芸部・調理部 など

●ボランティア活動を通じて、地域
との結びつきを大切にしています。

トピックス１ 地域の企業や団体と連携した授業！

卒業後をみすえて
必要な力を身に
つけます ４

●「三和分校ルーブリック」を活用
し、「４年間でつける力」の獲得
を目指し、着実に力をつけること
ができるように取り組んでいます。

●基本的な認知の力をつけるトレー
ニング「コグトレ」や探究的活動

「トライ」により、生きる力の土台
づくりに取り組んでいます。

６５
資格取得に
力を入れて
います

各種大会・コンテ
ストに挑戦して
います

＜主な資格等＞
・小型車両系建設機械
・危険物取扱者
・ボイラー取扱技能講習
・日本語ワープロ検定
・情報処理検定
・プレゼンテーション作成検定
・全国高等学校家庭科技術検定

食物調理 被服製作 保育
・日本漢字能力検定

＜令和７年度実績>
・第７回ダルメインworldマーマ
レー ドアワード＆フェスティバル

 日本大会アマチュアの部
高校生のマーマレード 銅賞

トピックス２
三和分校の食品加工室「ＭＶＰ(Miwa Vegetables & fruits Processing room)」では、農業科が

栽培した規格外野菜を使い、家政科で加工品等の製造・販売（営業許可取得済）を行い“フー
ドロス削減”に取り組んでいます。専門学科で身に付けた知識・技術を生かし、“社会とつな
がる学習”を展開しています。また、家政科の２つの実習室が国の“産業教育デジタル化事
業”によりリニューアルされ、ＩＨクッキングヒーターやセンサー式蛇口を導入。調理台には
モニターも設置され、自席で教員の手元の動きを映像で確認しながら実習できます。

食品加工室「ＭＶＰ」と調理室

自分らしく快適に過ごせる、多彩で機能的な新制服です。

<令和７年度実績>
・第７回ダルメインworldマーマレー 
  ドアワード＆フェスティバル日本大 

  会 アマチュアの部

高校生のマーマレード 銅賞

・地域活性化策コンテスト
『田舎力甲子園』奨励賞

・京都府学校農業クラブ連盟大会
意見発表 優秀賞

三和分校では、地域の方々や企業、行政機関との連携を
大切にしながら学習活動を行っています。農業科・家政科
ともに、販売実習や植栽活動、商品開発など地域と関わる
取組を多く実施しています。地域の方との交流を通して、
コミュニケーション力や社会性を育むとともに、学校だけ
では得られない実践的な学びにつなげています。地域とと
もに成長できることも、三和分校の大きな魅力です。



２つの学科で専門性を高めます。

●野菜や草花・果樹の栽培管理の
授業・実習を行い、収穫の喜び
や楽しさとともに栽培の基本を
学びます。

●春と秋には、苗販売を実施し、
遠方からも多数の方がお見え
になります。

●１～３年生では、一人ひとり
が決められた野菜を栽培し、
「プロジェクト学習」に取り
組みます。４年生は「課題研
究」に発展させます。

農業科

家政科

家庭クラブ代表 家政科４年生 四方 璃音 さん（綾部市立綾部中学校出身）

私は裁縫が得意なので三和分校の家政科を選びました。「ファッション
造形基礎」や「フードデザイン」の授業では、基礎からじっくりと学習し、
知識や技術を身に付けます。「みわまるごと加工実習」や「課題研究」の
授業では、自分たちで課題を見つけ、解決するために仲間と話し合ったり、
実習したりしながら成長していけます。私たちと一緒に三和分校で学びま
しょう！！

私は、ゆっくりと自分のペースで学べる点に魅力を感じ、三和分校を選
びました。農業科では、植物を育て、収穫する経験をとおして、自分自身
も成長できたと感じています。三和分校は、自分のペースで学びながら、
新しいことに挑戦し、自分を発見できる学校です。親しみやすい環境の中
で、充実した学校生活を送ることができます。

農業クラブ代表 農業科４年生 朝日 慎也 さん（舞鶴市立青葉中学校出身）
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２２つの専門学科の強みを生かしたコラボ実習
農業科が栽培した規格外野菜を使い、食品ロス削減を目的に、家政科がレシ

ピを考案し、合同で調理実習（コラボ実習）を行っています。
・「みわぽた」
傷のあるじゃがいもをマッシュポテトにし、捨てるはずの野菜の切れ端から

出汁をとり、じゃがいものポタージュスープを作りました。野菜のうまみが広
がるスープは文化祭でも好評でした。

トピックス３

●実習を通して基礎的・基

本的な知識・技術を身につ

けます。

●４年間の学習の総まとめ

として｢課題研究」に取り

組みます。

●家庭科技術検定３級全員

合格を目標に取り組みます。



進路実現に向けて
丁寧に指導します

<過去２年間の主な進路先>

・京都府立農業大学校
・京都府立福知山高等技術専門校
・八紘学園 北海道農業専門学校
・舞鶴YMCA国際福祉専門学校
・京都製菓製パン技術専門学校

・ワタキューセイモア（株）近畿支店
・（株）クレシア紙工京都
・コーソ運輸工業（株）京都営業所
・ヤマキ建鉄（株）
・（株）栃本天海堂
・福村建設（株）
・武蔵キャスティング（株）

卒業生の声

令和６年度
農業科卒業
鳥渕 篤司さん
（綾部市立
東綾中学校出身）

三和分校での知識を活かして

私は、卒業後、北海道農業専門学校に

進学しました。家が畜産を営んでいたこ
ともあり、農業全般に関心をもち進学を
決めました。三和分校で学んだ知識を活
かし、毎日が充実しています。

三和分校での生活は、自分に合った速
度で学習ができ、多くの学校行事を通じ
て成長することができました。先生方も
丁寧に相談にのってくださり、とても話
しやすかったです。

令和６年度
家政科卒業
大田 亜美さん
（綾部市立
綾部中学校出身）

夢の実現を目指して

私は、卒業後、京都製菓製パン技術専

門学校に進学しました。三和分校で、パ
ンやプリンの作り方を学ぶなかで、さら
に専門的に学び、自分が手掛けたスイー
ツやカフェフードを多くの人に届け、喜
んでもらいたい思いが強くなりました。

三和分校では、調理の基礎はもちろん、
社会へ出るための基礎も学ぶことができ
ました。これを糧に、国家試験の合格を
目指し頑張っています。トピックス４ 充実した学校行事！

春 夏 秋入学式・対面式

春の苗販売
みわこどもまつり
球技大会

主権者教育

修学旅行（沖縄：隔年）
府庁販売実習
農大マルシェ

体育祭

芸術鑑賞
華道体験
文化祭

探究エキスポ

松竹梅寄せ植え
学習発表会
地域連携活動
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